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結核 茨城県で５年ぶりに集団感染が発生！令和6年9月6日 県報道発表

年代別結核患者（2022年 茨城県 計248人）事例の概要

 入所者約100名の介護老人保健施設で発生

 ２月下旬に入所者の80代女性（初発患者）
が咳などの症状悪化で救急搬送され、結核
と診断

 初発患者は、睡眠時以外のほとんどの時間
を他の入所者と一緒にデイルームで過ごし
ていた

 患者と接触のあった入所者・職員計89名を
検査

→ 70代から90代の入所者４名

介護士５名・看護師１名が感染していた
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患者の67％が
60代以上！

高齢者の患者が多いのはなぜ？

 現在の高齢者が若い頃は結核が流行していた（結核患者数 昭和26年 59万人 令和６年 １万人）

 このため、高齢者は若い頃に結核菌に感染しながら、免疫により発病しないまま過ごしています

 高齢者では加齢や病気などによって免疫力が衰え、発病するケースが増えています



結核 高齢者の結核の早期発見には職員の気づきが大切

結核とは

 結核菌による細菌感染症
 症状は、咳・痰・発熱などで風邪の症状に

似ている
 症状が出るのは、早くても感染後３ヵ月、

遅いと２年で潜伏期間が長い

高齢者は特に注意！

 高齢者は免疫力や身体機能低下のため、咳・痰
などの症状が出ないことがある

 咳・痰が２週間以上続いたり、微熱・体のだる
さが続く場合、また、日頃の健康観察で、なん
となく元気がない・食欲不振・体重減少などに
気づいたら医療機関受診を！

 早期発見のために年１回の定期健診（胸部X線
検査）※実施が重要

※特別養護老人ホームなどの65歳以上の入所者に
対しては、感染症法に基づく実施義務があります

管理者の皆様へ

 定期健診の確実な実施や以下の資料を職員
の皆様に周知いただくなど、結核対策の徹
底をお願いいたします
（令和６年９月６日付け疾病第1040号・

長福第518号通知で依頼）

資料
 介護職のあなたにこれだけは知って欲しい

「結核のこと」

 高齢者施設・介護職員対象の結核ハンドブック

 介護現場における感染対策の手引き

タイトルをクリックすると資料をご覧いただけます

https://jata.or.jp/dl/pdf/outline/support/Care_worker_color.pdf
https://jata.or.jp/dl/pdf/outline/support/Care_worker_color.pdf
https://jata.or.jp/rit/rj/Taisaku%E9%AB%98%E9%BD%A2%E8%80%85%E6%96%BD%E8%A8%AD%E3%83%BB%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E8%81%B7%E5%93%A1%E5%AF%BE%E8%B1%A1%E3%81%AE%E7%B5%90%E6%A0%B8%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001149870.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001149870.pdf
https://jata.or.jp/rit/rj/Taisaku%E9%AB%98%E9%BD%A2%E8%80%85%E6%96%BD%E8%A8%AD%E3%83%BB%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E8%81%B7%E5%93%A1%E5%AF%BE%E8%B1%A1%E3%81%AE%E7%B5%90%E6%A0%B8%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF.pdf

